
る
が
如
く
物
質
的
泣
物
を
以
て
、
人
絹
の
過
去
を
研
究
す

る
な
れ
ば
‘
属
義
の
史
・
平
の
一
分
科
三
見
ゐ
可
〈
、
狭
義

の
忠
川
中
は
文
書
的
資
料
を
以

τ、
同
じ
く
人
類
の
過
去
を

研
究
す
る
を
目
的
ご
す
る
な
れ
ば
、
主
（
の
旨
J

」
す
る
所
は

一
な
り
0

8
れ
ば
此

ω両
者
が
相
依
り
相
助
げ
て
、
其
の

両
方
面
の
研
究
を
綜
合
し
て
始
め
て
、
人
類
、
過
去
の
研
究

を
全
う
す
る
を
符
可
き
や
論
な
し
o

考
古
獲
さ
虎
惨
さ
の
湖
係
ぞ
説
明
す
る
は
‘

A
1
足
立
パ
の
例
の
多
さ

ι省

L
む
可
き
も
・
平
日
刊
行
ゆ
る
一
一
一
の
例
を
巣
ヤ
ハ
川
口
．
か
の
筑
州
闘
志
賀

島
－
い
於
い
て
絞
見
包
る
洗
持
奴
岡
玉
の
令
印
は
共
の
別
式

ιよ
り
漢
代

の
も
の
わ
い
ろ
を
知
る
も
、
後
漢
舎
の
託
事
じ
よ
り
て
、
ヰ
公
民
常
時
代
の

も
の
わ
れ
ろ
を
明
い

L
、
信
代
彼
投
出
入
誕
の
事
貨
を
由
明
る
－
－
さ
を
何
十
い
り

叉
れ
奈
一
民
羽
・
い
於
げ
る
庇
さ
の
炎
一
巡
は
紙
日
本
相
等
の
詑
一
ゃ
い
よ
り
て

縦
機
ぞ
知
る
可
げ
ん
も
、
奈
長
正
倉
院
比
（
仙
諸
大
守
に
俗
ふ
る
古
器
物

を
侠
ち
て
、
始
め
て
明
確
な
る
観
念
を
俳
べ
・
し
o
同
様
じ
支
那
と
西
域

さ
の
交
法
は
、
支
那
歴
代
の
正
山
氏
之

T託
す
も
主
（
の
乾
燥
な
λ

記
事
を

C
て
一
一
駒
山
り
活
荷
主

E
て
吾
人
の
同
前
じ
努
採
手
し
む
る
も
の
は
．
ス

担
イ

y
、
ベ
リ
す
、
ゲ
リ
ユ

Y

ウ
エ
デ
ル
、
ル
コ

y
p
諸
氏
及
我
が
大
谷

先
端
氏
等
の
探
検
の
研
究
俊
見

duz無
免
の
濯
物
じ
外
な
ら
小
。

第

三

巻

雑

纂

支

刑

廃

遊

詑

略

而
か
も
箆
に
文
書
的
資
料
山
も
文
献

ω博
ふ
る
所
ご
、
考

古
一
平
的
資
料

ωよ
る
研
究
ご
相
背
馳
す
る
が
如
き
場
合
は

貫
際
に
於
い
工
其
の
例
砂
か
ら
十
o
是
れ
熟
れ
か
の
研
究

上
り
誤
謬
め
る
を
示
す
も
の
な
る
が
、
新
る
場
合
に
於
げ

る
考
百
・
学
者

ω態
度
は
如
刊
な
る
可
き
J

此
の
重
要
な
る

問
題
に
附
し
て
は
、
吾
人
は
後
節
考
古
鼎
の
研
先
を
論
す

る
の
際
に
詳
越
す
る
所
ゐ
る
可
し
ω
・
（
第
一
章
。
否

支

那

歴

遊

記

略
（上）

セ

串

博

士

松

本

文一）

I店

余
稚
ー
は
大
正
六
年
京
都
大
学
ふ
り
俳
政
り
這
践
火
ぴ
遺
物
研
究
の
締

め
支
那
へ
出
弘
士
命
ゼ
ら
如
、
同
年
八
月
一
日
本
州
を
出
俊
L
、
約
八

十

U
ゆ
聞
を
以
て
南
北
支
那
を
践
渉
・
し
仁
口
で
今
民
族
行
中
見
聞
す
る

所
を
節
絡
し
て
、
読
者
の
一
集
い
供
す
る
二
之
益
す
る
。

入
月
一
日
京
都
出
張
、
同
五
日
青
島
看
u

青
島
で
は
軍

司
令
部
の
厚
意
に
よ
っ
て
戦
蹟
を
案
内
せ
ら
れ
、
叉
市
内

の
岡
書
館
や
串
校
等
を
品
企
劃
し
た
。
偶
惑
が
岡
地
占
領
以

第

罰見

λ
五

（
八
五
〉



第

三

巻

雑

纂

支

那

歴

遊

詑

略

・
来
僅
か
十
入
年
に
し
て
、
微
々
た
る
一
寒
村
を
鑓
じ
て
、

兎
に
角
東
洋
属
指
の
植
民
地
ご
な
す
に
至
っ
た
苦
心
ご
諸

種
の
鰐
替
ざ
に
閲
し
て
は
、
賞
に
驚
く
べ
き
も
の
が
め
る
、

特
に
其
植
林
事
業
の
如
き
は
大
に
吾
人
の
参
考
に
費
す
ぺ

き
も
の
で
ゐ
ら
う
o
が
青
島

ωこ
さ
に
就
い
て
は
世
上
既

に
詳
細
に
記
苅
し
た
も
の
も
ゐ
り
‘
叉
人
の
能
く
知
る
所

で
あ
る
か
ら
此
に
は
一
切
之
を
略
す
る
。
唯
一
事
の
此
に

注
意
し
置
き
た
い
さ
思
ふ
の
は
、
青
島
市

ω中
央
ご
も
い

ふ
べ
き
慮
に
支
那
紳
商
の
集
ま
り
遣
っ
た
載
徳
記
念
砕
な

る
も
の
、
建
っ
て
居
る
こ
ご
で
ゐ
る
。
是
れ
は
支
那
人
の

濁
逸
政
属
に
劃
す
る
徳
政
碑
、
即
も
碩
徳
表
で
め
る
Q

勿

論
支
那
で
は
徳
政
仰
な
る
も
の
が
至
る
所
に
存
し
‘
中
に

は
異
に
人
民
が
知
府
、
知
婦
の
徳
政
に
信
服
し
諮
っ
た
も

の
も
め
ら
う
が
、
動
も
す
れ
ば
官
吏
が
己
れ
の
履
歴
を
飾

り
、
柴
遣
を
求
む
る
が
持
‘
花
か
に
白
か
ら
石
神
建
造
の

費
用
を
排
じ
‘
人
民
の
名
を
以
て
斯
か
る
碑
を
建
て
し
む

る
も
の
も
ゐ
る
さ
い
ふ
。
濁
逸
人
に
劃
す
る
戴
徳
碑
は
果

第

一

銭

八
六
ハ
八
六
〉

し
て
其
何
れ
で
あ
る
か
を
知
ら
ぬ
が
、
支
那
に
於
り
る
徳

政
碑
の
数
多
い
中
で
も
、
外
人
に
劃
す
る
も
の
ご
し
て
は

恐
ら
く
是
が
唯
一
で
あ
ら
う
o
而
し
て
余
輩
は
葉
真
の
建

立
者
の
説
れ
た
る
少
聞
は
歩
、
燭
逸
人
炉
支
那
人
の
取
扱

方
に
於
て
甚

r巧
妙
に
し
て
‘
叉
能
〈
支
那
人
の
心
理
を

理
解
し
て
居
る
こ
ご
タ
戚
号
、
ざ
る
乞
得
な
い
の
で
あ
る
o

現
に
今
日
で
も
山
東
地
方
で
は
常
に
日
支
親
善
守
口
に
す

る
日
本
人
よ
り
も
、
一
面
に
は
洋
鬼
ご
し
て
恐
れ
ら
る
〉

濁
逸
人
の
方
が
、
支
那
人
聞
に
評
判
の
宜
い
の
は
、
遺
憾

な
が
ら
事
貰
で
あ
る
さ
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

青
島
滞
在
中
、
城
陽
の
騨
長
矢
田
部
氏
が
考
古
の
癖
d

乞

有
し
、
漢
の
不
主
、
城
祉
か
ら
接
掘
し
た
る
幾
多
の
物
品
を

戒
せ
ら
る
、
に
よ
り
、
之
を
一
覧
す
る
や
う
劫
め
ら
れ
、

七
H
同
氏
を
訪
ひ
‘
其
所
戴
品
を
見
、
天
同
氏
親
し
〈
古

の
不
某
城
叫
凡
な
る
も
の
に
案
内
せ
ら
れ
た
。
今
の
即
昌
一
は

城
陽
金
泉
北
二
十
旦
に
め
る
が
、
漠
代
の
即
墨
は
城
陽
騨

の
附
近
で
、
．
其
慮
が
即
も
彼
国
軍
が
火
牛
の
計
を
以
て
宵



の
七
十
除
城
を
復
し
、
燕
の
大
軍
に
捻
っ
た
所
だ
三
い
ふ
O

今
で
も
其
城
壁
の
壊
れ
た
祉
に
は
、
祝
の
破
片
が
津
山
に

建
っ
て
居
る
o
向
ほ
其
後
同
氏
が
白
か
ら
蒐
集
せ
ら
れ
た

椛
や
慣
や
鼎
等
の
主
な
る
も
の
を
指

f
会
部
京
都
文
科
式

串
へ
寄
贈
又
は
寄
託
せ
ら
れ
た
に
就
い
て
は
、
此
機
曾
に

於
て
深
〈
戚
謝
の
意
を
表
し
て
措
き
た
い
さ
思
ふ
o

入
月
入
日
に
は
青
島
を
費
し
、
青
州
雲
門
山
に
上
っ
た
o

山
は
青
州
騨
の
南
十
里
計
の
慮
じ
め
り
、
寺
を
大
雲
寺
ご

い
ひ
、
石
山
の
上
に
建
つ
o
此
に
は
悌
詣
五
所
め
り
、
惰

唐
年
聞
に
遺
る
所
で
あ
る
o
五
詣

ω内
、
向
っ
て
左
端
ゆ

二
は
陪
代
の
作
で
、
除
の
三
は
何
れ
も
唐
代
の
作
ら
し
い
o

記
録
に
よ
れ
ば
隙
の
開
皐
二
年
か
ら
仁
毒
二
年

ω諸
像
が

め
る
ご
い
ひ
、
叉
院
の
開
皇
大
業
の
遣
傑
少
く
ご
も
数
十

あ
る
ご
も
博
ふ
る
が
、
詣
の
悌
像
は
多
く
破
壊
せ
ら
れ
、

特
に
右
方
三
詣
の
中
、
業
左
端
の
も
の
は
全
部
関
り
、
其

他
も
全
い
も
の
は
殆
ん
ぜ
な
い
o
五
詣
以
外

ω小
詣
も
少

か
ら
均
一
か
、
是
れ
亦
多
く
は
阪
に
破
損
せ
ら
れ
て
居
る
o

第
一
一
「
容

支
昌
明
歴
遊
記
略

雑

纂

余
輩
の
見
得
た
も
の
で
は
院
の
開
皇
十
入
年
及
び
’
十
九
年

の
造
像
、
唐
の
開
元
十
人
年
及
び
十
九
年
の
造
像
銘
の
存

す
る
の
み
で
あ
る
。
議
は
五
代
の
時
一
度
修
繕
さ
れ
て
居

る
が
、
今
で
は
左
方
の
諾
の
前
に
新
た
な
る
堂
が
建

τら

れ
、
容
易
に
詣
に
盗
る
こ
ご
も
出
来
な
い
や
う
に
な
っ

τ

居
る
o
実
存
す
る
所
の
悌
像
は
何
れ
も
惰
唐
の
代
表
的
の

も
の
さ
は
い
へ
ぬ
が
、
併
し
明
か
に
英
特
色
を
認
め
得
ら

れ
、
其
一
標
本
ご
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
O

入
月
九
日
青
州
政
官
漕
南
省
、
十
日
長
清
版
震
巌
寺
に
至

る
o
需
厳
寺
は
梼
南
か
ら
沖
浦
餓
路
に
よ
り
約
二
時
間
に

し
て
高
徳
騨
に
下
車
、
是
よ
り
車
路
約
二
十
五
里
の
底
に

あ
る
。
此
寺
は
縁
起
甚
だ
明
か
な
ら
歩
、

E
H
米
の
開
法
定

締
師
な
る
も
の
、
、
聞
く
所
ご
い
ふ
u

寺
に
は
千
悌
堂
（
大

雄
殿
」
な
る
も
の
め
り
、
堂
の
中
央
に
は
観
音
蹄
陀
稗
迦

の
三
曾
を
安
置
し
、
周
囲
の
壁
に
は
七
人
段
を
作
り
、
高

約
五
寸
位
向
り
諸
純
の
木
像
（
坐
傑
」
を
陳
列
す
。
業
数
一
千

体
ゐ
り
ど
い
ふ
を
以
て
、
俗
に
千
悌
堂
さ
掃
す
る
の
で
ゐ

第

一

蹴

λ 
七

ハ
八
七
）



第

三

巻

雑

纂

支

那

歴

遊

詑

略

る
u

木
微
に
は
線
べ
て
新
た
に
金
箔
ぞ
塗
る
に
よ
っ
て
、

持
ピ
古
色
を
失
っ
て
居
る
が
、
本
管
ご
共
に
何
れ
も
府
代

の
作
な
る
こ
ご
は
疑
な
き
も
の
3

ゃ
う
で
ゐ
る
o
キ
体

ω

中
今
慨
に
数
十
百
体
d
M
1

」
失
ふ
、
何
人
か
に
取
去
ら
れ
た
も

の
で
め
ら
う
J

支
那
に
於
て
府
代

ω木
像
の
存
す
る
の
は

余
の
目
撃
し
た
所
で
は
唯
此
一
寺
で
ゐ
る
J

古
来
木
像
は

臨
時
々
造
ら
れ
て
居
る
が
、
其
質
何
ち
易
く
又
可
燃
性
44

有

す
る
が
縛
め
、
何
時
し
か
皆
消
失
し
て
了
っ
た
の
で
ゐ
る
o

本
寺
の
悌
像
も
偽
傑
ご
し
て
は
府
代
最
上
の
作
ご
は
考
へ

ら
れ
白
が
‘
市
川
悌

ω斯
の
如
く
多
く
一
堂
に
集
ま
っ
て
居

る
と
い
ふ

ωは
亦
他
に
比
類
稀
な
る
所
で
め
る

4

向
ほ
此

呪
巌
寺
境
内
に
は
彼
重
正
元
年
り
「
H
本
凶
山
川
町
道
但
州

正
法
職
寺
住
持
沙
門
部
冗
撰
，
並
書
ざ
い
ふ
仰
も
ゐ
る
の

で
ゐ
る
が
、
部
冗
の
書
い
た
仰
は
此
以
掛
他
に
も
主
正
五

年

ω一
日
副
寺
長
生
供
記
比
郎
部
冗
燃
ご
い
ふ
の
や
、
新
撚

玉
備
殿
記
沙
門
部
一
冗
撰
ご
い
ふ

ωゃ
、
又
王
正
元
年
の
少

林
寺
息
所
職
削
僻
ご
レ
ふ
の
も
め
る
ご
レ
ふ
v

第

一

披

ハ八八一、

八
八

入
月
十
一
日
高
徳
牒
接
尚
阜
の
孔
廟
に
参
拝
し
た
o
孔

廟
の
こ

J
は
此
に
詳
説
す
る
を
要
せ
晶
、
が
「
府
仰
を
訪

は
ん
ご
欲
せ
ば
官
き
に
秦
に
入
る
べ
く
、
先
秦
漢
説
の
諸

肱
川
智
訪
は
ん
ご
欲
せ
ば
首
ぎ
に
碍
魯
に
排
ぷ
べ
し
」
さ
も

い
は
れ
て
居
る
が
、
一
作
骨
の
中
で
は
孔
廟
が
恐
ら
く
英
首

tnoも
の
ヘ
め
ら
う
。
菅
に
漢
貌
六
朝
の
仰
の
林
立
し
て

居
る
の
み
な
ら
十
・
府
宋
以
後

ω併
も
亦
決
し
て
少
〈
な

い
向
某
辿
蹄
左
右
の
俳
亭
に
は
歴
代
帝
王
の
御
製
を
刻
し

た
大
石
抑
も
め
り
、
其
a

々
の
仰
は
何
れ
も
数
十
高
両
を

要
し
た
も

ωさ
聞
い
て
は
、
貫
に
驚
か

g
る
や
得
な
い
の

で
め
る
o
大
成
殿
は
孔
子
の
像
を
安
置
し
傍
朗
子
曾
子

子
忠
孟
子
の
四
輩
ご
悶
子
等
の
十
二
哲
を
肥
る
所
で
ゐ
る

殿

ω高
さ
七
丈
人
尺
、
横
十
阿
丈
、
都
沢
丈
四
尺
、
金
碧

燦
嫡
た
る
も
の
で
ゐ
り
、
殿
前
に
は
十
個
の
石
柱
が
立
ち

庶
係
各
三
尺
除
、
皆
崎
離
を
刻
し
て
み
り
、
賓
に
雄
大
な

建
築
た
ゐ
を
失
は
ぬ
c
北
京
’
ゲ
』
始
め
其
他
支
那
各
地
に
於

り
る
文
廟
は
何
れ
も
皆
之
4T
範
ご
し
之
を
悪
し
諮
っ
た
所



で
．
其
規
模
は
到
版
聞
い
十
り
に
は
及
ば
ぬ
u

の
み
な
ら
す

他

ω文
・
脳
に
は
車
に
孔
子
や
十
哲
等
の
併
柳
を
佳
い
て
ゐ

る
の
み
で
め
る
が
J

術
り
此
じ
は
其
塑
傑
を
把
っ
て
あ
る

此
塑
傑
に
就
い
℃
は
糠
雨
貴
志
氏
山
由
阜
記
に
は
次
の
如

〈
い
ふ
・
0

康
一
山
廿
三
年
そ
丁
一
月
康
剛
山
常
一
成
抱
・
し
て
刷
出
晶
画
い
詣
り
‘
大
成
殿
ト

殺
り
て
此
型
伯
闘
を
嶋
り
し
‘
願
み
て
一
訂
塑
公
孔
山
肌
制
－
い
耐
胤
り
製
作
年
代

を
問
ふ
二
前
進
一
品
之
じ
刷
剖
へ
て
、
貌
の
川
県
利
二
年
先
川
一
刺
・
比
宇
一
川
始
め
て

現
像

t
明
也
り
さ
い
ふ
c
釜
－
L
術
型
公
の
封
は
孔
仰
陶
製
作
の
い
弘
前
聞
を
場

げ
ず
い
る
も
り
に

L
で
、
此
型
抽
出
の
年
代
を
言

ω・
し
じ
は
わ
九
ず
c
倫
ほ
・
見

を
抜
ず
る
に
古
一
紳
v
－同
M
Z
じ
戸
わ
り
て
‘
来
仁
相
同
行
ゆ
る
も
の
な
－
L
d
氾

像
り
有
職
閣
以
絞
に
始
ま
L
C
而
L
ィ
、
孔
子
稿
像
り
紙
山
崎
明
日
悦
の
考
景

の
時
日
わ
り
ぷ
福
山
川
大
内
寸
文
翁
な
る
も
の
成
似
じ
石
室
を
作
り
、
始
前
て

孔
ー
す
の
抽
出
を
刻
む
ο
五
坐
7
5
n
r
間
分
倣
め
後
じ
向
ひ
、
膝

er川
・
し
闘

に
笛
晶
、
七
す
F

弟
ナ
雨
的
附
円
い
侍
d
り
ご
め
る
は
是
な
り
u
後
泌
帯
然

倒
引
相
同
－
い
鍍
’
峠
叩
党
利
一
元
年
に
孔
子
必
ぴ
七
す
二
弟
ず
の
後
乞
訓
川
か
・
し
む
ご

わ
り
c
然
る
に
塑
像
山
り
渋
柿
帽
じ
革
つ
て
は
純
の
李
付
税
－
い
融
市
ま
る
さ
備

す
る
も
、
興
和
二
年
同
人
の
修
孔
す
川
昨
－
V
ド
「
伶
建
立
徹
川
向
不
自

仲
旋
妨
長
」
の
旬
め
る
よ
り
考
守
れ
ば
、
約
ほ
疑
問
さ
す
べ
為
、
所
あ
り
c

明
の
嘉
均
九
年
凡
て
則
一
像
は
聖
人
を
肥
る
の
法
じ
村
れ
り
さ
な

L
、
持
議

官
聾
支
那
歴
山
町
詑
略

第

谷・

雑

に
天
下
に
認
し
て
孔
す
の
塑
像
セ
倣
厳
・
し
、
易
ふ
る
に
木
主
を
以
て
d

zも
、
は
ハ
後
復
担
像
栄
作
包
ら
あ
、
に
至
れ
り
。

余
輩
は
貴
志
氏

ω設
の
果
し
て
悉
く
嘗
れ
り
や
否
や
dMF知

ら
ぬ
が
、
参
考
の
渇
め
山
内
に
之
4γ
引
い
て
置
く
の
で
め
る

，
大
成
殿
は
恥
大
は
壮
大
で
め
る
が
、
筑
子
の
「
飯
疏
食

飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
築
亦
在
其
中
央
」
ご
い
ふ
や
う
な

思
組
ご
は
依
り
に
似
A
H
し
か
ら
ぬ
や
う
に
忠
は
れ
、
設
憾

な
が
ら
善
く
其
嘗
時
を
追
懐
せ
し
む
久
料
ご
は
な
ら
な
か

っ
た
が
、
足
一
ぴ
孔
林
に
入
り
、
穆
々
た
る
老
樹
の
下
葉

々
た
る
草
持
の
開
業
墳
墓
を
拝
す
る
に
至
つ
て
は
、
自
か

広
懐
古
の
情
の
油
然
ご
し
て
生
じ
．
米
る
を
禁
じ
符
な
か
っ

た
の
で
ゐ
る
リ
孔
子
の
墓
は
「
奮
記
に
は
家
の
高
一
丈
五

尺
、
南
北
十
歩
．
東
西
十
三
歩
ご
め
る
が
‘
北
後
増
築
せ

ら
れ
た
さ
見
ね
、
今
は
高
二
丈
除
周
囲
は
百
丈
も
あ
る
ο

形
ぁ
醤
記
に
は
応
援
の
如
し
ご
ゐ
る
が
今
は
普
、
姐
の
指
鉢

形
で
あ
る
リ
墓
の
四
遁
は
糖
、
件
、
柏
主
（
他
の
老
樹
欝
蒼

さ
L
て
繁
茂
す
、
是
れ
皆
孔
千
法
弟
の
各
地
方
に
散
在
し

第
・
一
敏

八，
九

ハ
八
九
U



第

三

巻

縫

纂

支

那

歴

遊

詑

略

た
る
も
の
が
、
各
其
園
の
樹
を
鷲
ら
し
来
っ
て
植
’
ロ
た
の

で
‘
最
も
珍
奇
の
異
木
に
宮
む
ご
い
ふ
o
墓
は
金
而
草
に

額
は
れ
、
其
草
の
多
く
は
若
草
で
め
る
コ
墓
の
南
に
は
石

川
か
立
て
ら
れ
、
其
面
に
は
大
成
至
型
文
宣
王
墓
ご
刻
し

τ

ゐ
る
o
是
れ
は
一
冗
の
武
宗
り
追
贈
し
た
所
で
ゐ
る
o
孔
千

の
墓
の
西
側
に
は
一
小
屋
が
あ
う
て
、
子
貫
臆
菓
庭
ざ
刻

す
る
仰
が
立
っ
て
居
る
．
是
札
亦
常
時
’
M
I

迫
懐
せ
し
む
る

好
資
料
で
あ
る
o

十
二
日
曲
阜
牒
を
援
し
、
泰
安
下
車
、
直
も
に
泰
山
に

上
っ
た
泰
山
の
こ
ご
も
世
降
に
某
犯
行
に
乏
し
か
ら
ぬ

か
ら
、
今
は
一
切
之
を
略
す
こ
芝
、
干
す
る
。
が
唯
一
つ
此

に
遁
ぺ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
彼
石
艦
船
の
事

で
あ
る
。
石
経
怖
を
は
叉
俗
に
儒
石
船
ご
縛
す
る
o
泰
山

の
中
腹
斗
母
宮
よ
り
更
ら
に
一
念
坂
J
M
Z

脆
ね
、
側
の
最
面

に
「
漸
入
佳
境
L
Z
題
し
た
所
の
附
近
か
ら
、
少
し
く
右
庄

を
下
り
、
渓
流
を
捗
れ
ば
、
此
に
石
山
の
緩
き
傾
斜
を
な

し
、
石
の
露
出
し
た
大
な
面
が
め
る
、
此
露
出
し
た
花
尚

第

一

誠

九
0 

（九
O
V

石
の
面
を
人
震
を
以
で
摩
削
し
、
此
に
一
宇
径
一
尺
斗
の

経石全景



大
字
を
以
て
金
剛
純
全
部
ヤ
刻
し
て
ゐ
る
の
で
之
を
石
経

路
ご
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
刻
面
は
石
の
瞬
間
か
ら
流
れ

出
づ
る
清
水
に
潤
き
る
、
の
ご
、
人
の
其
上
を
往
来
す
る

の
ご
、
乃
至
は
一
刊
買
の
頻
り
に
拓
本
を
作
る
ご
に
よ
り
次

第
に
消
牒
し
、

A
1
・
ゃ
金
剛
経
一
部
約
二
千
鈴
宇
の
中
、
存

す
る
所
は
僅
に
入
百
除
字
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
o
泰
山

に
は
石
油
叶
府
民
の
類
極
め
て
多
く
、
英
字
の
之
よ
り
も
夏

ら
に
大
な
る
も
の
や
、
葉
書
の
一
唐
古
い
も
の
は
少
く
な

い
が
、
立
（
字
教
が
多
〈
．
且
つ
刻
面
の
庚
い
こ
ご
に
於
て

は
恐
ら
〈
之
を
以
て
第
一
三
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

・
其
書

者
に
就
い
て
は
古
来
諸
読
め
り
、
明
の
孫
克
宏
の
古
今
石

刻
岬
帖
目
録
に
は
泰
山
の
金
剛
艦
石
刻
は
、
俗
じ
王
義
之

の
書
三
博
ふ
る
も
、
其
筆
法
4T
察
す
る
に
北
一
碕
の
武
卒
中

章
子
深
の
書
せ
る
都
騒
の
刻
経
ご
街
備
す
る
JT
以
て
同
人

の
筆
に
成
れ
る
も
の
な
ら
ん
ご
し
．
叉
銭
竹
汀
の
如
き
は

祖
篠
山
映
怖
い
域
の
大
般
若
経
ご
同
じ
き
夕
、
以
て
、
同
じ
く

北
碍
の
武
．
中
中
王
子
椿
の
書
す
る
所
な
ら
ん
ざ
い
ふ
コ
石

第

三

巻

雑

纂

支

那

歴

遊

詑

略

面
に
は
署
名
の
な
い
ニ
ご
で
め
る
か
ら
、
今
何
人
ご
ち
容

易
に
判
定
し
得
な
い
が
、
其
六
朝
人
の
筆
た
る
秋
一
軍
疑
を
、

容
れ
な
い
所
で
み
ら
う
o

十
二
日
泰
山
を
降
り
て
日
暮
梼
南
じ
蹄
り
、
翌
十
三
日

焼
南
の
町
内
郷
軍
（
名
良
）
を
訪
ひ
其
準
法
を
見
る
o
将
軍
の

言
ふ
所
に
よ
れ
ば
支
那
の
挙
法
な
る
も
の
は
幾
多
の
振
を

生
じ
‘
各
其
特
色
を
有
す
る
が
、
其
法
を
記
す
も
の
は
殆

ん
ざ
之
な
き
の
み
な
ら
歩
、
ム
ー
や
次
第
に
其
泣
を
絶
た
ん

さ
し
で
居
る
o
で
氏
は
各
地
よ
り
し
て
英
各
流
の
師
を
聴

し
、
之
を
子
弟
に
敷
へ
、
其
法
を
し
て
後
世
に
保
存
せ
し

む
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
は
各
涼
の
長
J

ゲ
」
採
っ
て
之
を
綜

合
し
、
今
H
の
敢
育
に
過
す
る
や
う
に
編
成
し
、
我
邦
に

於
り
る
兵
式
体
操
の
如
く
に
、
之
を
中
皐
若
〈
は
師
範
串

堂
の
数
科
目
に
編
入
せ
ん
ど
欲
す
る
の
で
ゐ
る
o
現
に
氏

は
既
に
其
新
編
挙
法
の
初
め
三
漏
を
出
版
し
．
今
年
第
四

鰭
の
出
づ
る
を
侠
っ
て
成
を
告
げ
ん
ご
す
さ
い
ふ
o
之
を

一
見
す
る
に
宜
て
部
は
我
邦
の
柔
道
の
加
〈
、
一
部
は
柔

第

一

披

九

ハ
九
一
〉



第

三

巻

雑

纂

支

那

歴

川

詑

略

軟
体
操
の
如
く
．
果
し
て
賞
用
に
供
し
得
べ
き
や
否
は
判

ら
泊
が
、
運
動
の
法
ざ
し
て
は
和
英
円
的
少
遣
し
得
る
も

の
＼
如
く
で
あ
る
叫
同
日
午
後
千
仰
山
に
上

h
・
叉
古
物

陳
列
館
を
見
る
F

千
偽
山
は
梅
雨
城
の
市
に
め
り
、
記
録

に
よ
れ
ば
北
貌
の
T
K
光
同
年
以
来
の
・
加
慌
の
む
傑
め
り
ご

い
ひ
、
叉
陥
の
開
皇
年
間
乃
王
府
の
武
徳
以
来
の
諸
傑
も

あ
る
ご
博
へ
ら
れ
、
雲
門
山
や
五
両
山
の
併
記
（
陥
代
の

作
J

等
r

共
に
山
東
に
於
り
る
芯
傑
仰
石

ω
名
所
で
め

っ
た
が
、
今
や
一
の
存
す
る
も
の
な
く
、
倣
孫

ω如
き
は

何
れ
も
最
近

ω作
で
、
俗
悪
見
る
に
棋

b
5
る
も
の
の
み

で
あ
る
o
現
時
は
其
風
最

ω頗
る
伎
な
る
を
以
て
、
都
人

士
遊
覧
の
場
ご
化
し
、
寺
院
は
茶
亭
ご
痩
じ
了
っ
て
居
る
o

祷
商
の
庁
物
陳
列
所
は
規
模
小
川
ほ
甚
だ
小
な
る
も
の

T
め

る
が
、
併
し
地
方
的
陳
列
所
中
で
は
頗
る
見
る
に
足
る
じ

此
に
は
主
ざ
し
て
山
東
地
方
よ
り
接
見
せ
ら
れ
た
石
腫
働

像
等
の
考
古
的
物
バ
仰
を
陳
列
し
て
ゐ
る
o
特
に
此
陳
列
館

内
仁
は
先
年
日
支
両
側
聞
の
物
議
J
M
4

惹
起
し
た
ど
か
期
間
す

第

罰i

九

ハ
九
二
〉

る
石
問
主
傑
石
の
礎
部
を
陳
列
し
、
向
ほ
左
の
如
き
文
を

石
仁
刻
し
、
之
ご
相
並
八
で
壁
聞
に
阪
入
し
て
あ
る
。

右
淡
仲
川
悠
凡
十
石
、
甲
雫
巳
新
従
嘉
的
禁
比
刷
出
巾
出
土
・
共
防
火
府
民
字

一
吋
新
山
花
勝
中
関
叶
刷
、
三
小
h
辛
μ

糾
自
肥
城
、
壬
胞
ハ
禁
ニ
ト
h

不
祥
共

所
得
之
雄
、
品
川
緒
三
十
四
年
発
後
伐
日
本
人

mm肱
想
過
州
市
、
予
以
此

石
町
州
五
日
間
古
物
．
出
質
問
蜘
向
同
之
、
而
淵
懲
出
符
之
入
、
税
代
煎
飯
存
於

山
左
者
伶
多
、
山
鹿
山
周
壁
間
往
々
見
之
．
然
回
成
品
目
蹴
千
方
倣
年
、
俊
之

人
共
待
受
護
之
也
・
宮
統
一
苅
ヰ
冬
十
月
野
正
鈎
却
山

十
四
日
済
南
俊
天
津
二
泊
、
十
五
H
北
京
に
入
る
d

燕

京
に
あ
っ
て
は
店
の
太
宗
が
束
、
高
蹴
を
征
し
た
時
、
陣

己
り
勝
士
の
謁
め
に
、
貞
瓶
十
九
年
に
迩
っ
た
ど
い
ふ
法

源
寺
即
も
昔
の
偶
応
寺
ゃ
、
前
清
一
推
正
帝

ω幣
邸
で
め
・
9
・

薙
正
即
位
の
後
章
嘉
呼
闘
克
困
に
賜
は
り
、
伊
修
の
所
ご

な
し
た
三
い
ふ
一
難
和
宮
ゃ
、
順
治
入
年
落
也
円
浮
雌
寺
に
就

い
て
作
つ
わ
ル
寅
寺
ゃ
．
明

ω永
紫

ω時
桃
・
嵐
孝
の
銃
る
所

で
川
中
士
沈
度
が
華
厳
経
一
部
を
内
外
に
鍛
し
に
ご
い
ふ
大

鐘
を
以
て
有
名
で
あ
る
大
鐘
寺
（
鐘
は
高
一
丈
五
尺
、
径

一
丈
四
尺
．
紐
の
高
七
尺
、
軍
人
高
七
千
斤
ご
い
V

ふ
や
、
乃



‘’ 
翌
五
端
寺
、
大
慈
寺
等
の
寺
院
d
γ
始
一
三
し
、
一
花
の
世
組
に
召
今
国
の
旅
行
中
其
寺
院
た
る
ご
書
店
た
る
ご
砂
問
は
子
、

き
れ
、
北
九
時
限
に
参
じ
剖
策
す
る
所
め
っ
た
ご
い
ふ
邸
慮
古
本
備
典
を
探
索
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
何
れ
に
－
A
之
を

機
即
ち
長
春
異
人
の
居
に
長
春
宵
即
ち
ん

1ω
白
書
慨
等
セ
稜
見

L
得
な
か
っ
た
u

唯
北
京
の
一
書
店
ご
長
安
の
一
骨

一
見
し
に
が
、
此
等
は
特
に
此
じ
記
す
ぺ
き
必
要
も
な
か
蓋
店
ご
に
於
て
米
版

ω備
興
ヤ
一
見
に
の
み
で
ゐ
る
、
而
も

ら
う
o
要
す
る
に
北
支
那
は
道
家

ω信
仰
が
今
拘
椛
で
み
北
京

ωは
日
本
よ
り
輸
入
し
た
も
の
で
、
南
都
某
寺
の
印

っ
て
、
偽
殺
は
殆
ん
ざ
一
枇
脅
か
ら
消
滅
し
て
居
ゐ
ご
い
つ

b
c
榛
し
め
っ
た
u
道
家
の
盛
な
り
ご
い
ふ
も
‘
畢
－
克
は
是

て
も
宜
ぃ
。
北
京
附
近
の
寺
院
は
地
方

ωに
比
較
す
れ
ば
れ
現
世
利
益

ω賀
利
主
義
に
本
づ
〈
に
外
な
ら
ぬ
o
而
も

幾
分
修
繕
も
出
来
、
僧
侶
も
少
か
ら
ぬ
が
、
眼
に
一
丁
字
な
此
話
敬
の
盛
ご
な
っ
た
の
は
、
金
か
ら
以
後
の
こ
ご
で
め

・いも

ω以
多
く
．
多
少
な
り
ご
も
偽
平
に
遁
守
る
も
の
に
り
、
殊
に
彼
長
奉
異
人
・
の
元
の
世
組
の
寵
を
受
け
た
こ
ご

至
つ
て
は
家
々
ご
し
て
長
足
も
管
な
ら
ぬ
の
で
め
る
o
彼
炉
、
其
大
な
る
原
因
を
な
し
て
居
る
ら
し
い
o
現
に
白
雲

等
に
唯
形
式
的
に
備
前
の
勤
行
ddτ
勉
む
る
の
み
で
、
他
人
制
の
如
き
も
前
清
時
代
道
士
の
宮
室
ご
開
係
ケ
有
し
た
ζ

に
訴
し
布
殺
す
る

E
も
な
け
れ
ば
、
讃
挺
す
る
こ
ご
も
な
ご
か
ら
、
外
国
公
使
館
杯
も
之
を
刺
用
せ
ん
が
滞
め
、

E

－
〈
、
唯
滋
々
、
ご
し
て
寺
房
内
に
嶋
臥
す
る
の
み
で
あ
る
o

額
の
金
を
之
に
寄
附
し
て
其
棺
絡
を
な
き
し
め
た
ご
聞
い

大
寺
に
め
っ
て
は
龍
織
乃
宝
は
明
械
を
備
ふ
る
も
の
も
め
て
居
る
、
是
れ
宛
も
酬
明
嚇
寺
の
薙
和
宮
が
出
家
古
懐
柔
の
政

る
が
、
多
〈
は

H
常
勤
行
に
用
ゐ
る
経
典
か
若
く
は
極
策
の
渇
め
．
朝
庭
か
ら
年
々
支
給
を
受
け
‘
能
く
其
大
を

め
て
普
通
の
板
粧
を
般
す
る
の
み
で
、
古
寓
古
版
の
備
典
成
し
に
ご
同
じ
で
あ
る
い
で
菓
の
宗
教
的
意
義
は
除
、
り
多

の
如
き
に
蛍
つ
て
は
到
底
之
を
見
る
を
得
な
い
o
余
輩
は
く
此
に
費
見
す
る
こ
ご
や
得
な
い
の
で
め
る
C
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支
那
極
朔
詑
略

北
京
附
近
に
散
在
す
る
守
観
の
中
、
天
寧
寺
に
附
し
て

は
此
に
一
言
し
て
置
か
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o
天
寧
寺
は
北

京
城
南
庚
安
門
外
に
め
り
、
始
め
北
魂
孝
文
帝
の
建
つ
る

所
で
、
之
を
光
林
寺
ざ
い
っ
た
内
降
に
は
弘
業
寺
ご
構
し
、

．
唐
の
開
元
年
間
に
は
天
王
寺
さ
改
め
、
金
に
は
大
高
寺
子
』

呼
ぴ
寸
明
代
今
の
名
を
改
む
o
此
に
舎
利
塔
一
豪
め
り
、

高
十
三
級
、
四
周
鐸
？
掛
り
、
高
を
以
て
教
へ
る
、
此
誌
は

惰
の
仁
幸
百
年
間
に
出
来
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
謀
四
方
に
天

像
や
師
子
を
彫
遣
し
で
あ
る
、
何
れ
も
精
巧
で
め
っ
て
、

陪
代
彫
像
の
一
標
本
ご
す
る
に
足
る
も
の
で
め
ら
う
ど
田
山

ふ
o
葉
天
王
の
如
き
は
，
凄
気
人
を
襲
ひ
、
久
し
｛
仰
ぎ
見

る
に
忍
び
十
ご
迄
評
さ
れ
て
居
る
が
、
遺
憾
な
が
も
今
は

殆
ん
ざ
捜
損
せ
ら
れ
、
僅
か
に
英
一
面
の
和
完
全
に
存
す

る
の
み
で
め
る
。

北
京
に
あ
っ
て
は
向
ほ
此
等
寺
観
の
外
文
廟
に
も
参
拝

し
た
、
此
に
は
彼
乱
隆
帝
の
立
つ
る
所
十
三
経
石
碑
が
め

る
、
・
賞
に
立
振
な
も
の
で
は
め
る
が
、
其
本
文
は
朱
嘉
集

第

三

巻

雑
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註
本
を
用
ゐ
た
の
で
み
る
か
ら
、
今
よ
り
数
百
千
年
以
後

hu
ら
ば
知
ら
？
、
今
日
日
平
術
上
に
は
何
等
の
稗
盆
す
る
所

も
な
か
ら
う
o
備
此
に
は
柳
毘
ご
相
並
ん
で
、
版
木
が
甚

ピ
多
く
貯
醸
せ
ら
れ
て
居
る
・
北
何
の
書
た
る
か
は
外
部

か
ら
判
ら
泊
が
、
地
上
に
積
重
ね
て
あ
ム
の
で
め
る
か
ら
、

是
れ
も
久
し
か
ら
守
し
て
朽
敗
す
る
こ
さ
で
あ
ら
う
さ
思

ひ
、
泣
憾
に
堪
b
な
か
た
の
で
め
る
o
護
大
串
の
闘
平
監

に
は
例
の
石
鼓
を
新
た
に
清
朝
時
代
に
模
造
し
た
も
の
ご

共
に
保
存
さ
れ
て
居
る
ο
京
師
闘
書
館
に
は
彼
四
庫
金
書

ゃ
、
永
集
大
奥
の
残
本
や
、
敦
燥
出
土
の
経
容
ヤ
始
め
ご

し
、
宋
元
版
等
の
貴
重
書
が
非
常
に
多
く
貯
戒
せ
ら
れ

τ

居
る
o
是
れ
は
支
那
に
於
げ
る
唯
一
の
大
岡
書
館
で
あ
る

の
み
な
り
ざ
す
、
或
貼
か
ら
は
東
洋
第
一
ご
い
ふ
こ
さ
も

出
来
ゃ
う
o
偽
書
に
闘

ιて
応
依
り
多
く
は
な
い
が
、
龍

語
牛
鑑
の
影
宋
紗
本
や
、
宋
製
本
波
羅
密
経
、
岡
景
徳
博

鍛
錬
娃
触
本
、
同
五
経
曾
元
、
宋
元
断
訳
本
翻
誇
名
義
集
．

同
宗
門
武
庫
、
同
碧
巌
集
、
元
栗
本
三
歎
卒
心
論
等
の
如



き
は
何
れ
も
皆
他
に
容
易
に
見
る
ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
ご
思

ふ
。
彼
敦
県
出
土
の
経
緯
倍
の
如
き
は
極
め
て
簡
軍
な
目
録

が
出
来
て
居
る
が
、
其
内
容
を
研
究
し
て
居
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
未
だ
目
鎌
の
体
裁
を
も
成
し
て
居
な
い
の
は
甚

ピ
遺
憾
に
す
る
所
で
あ
る
。

燕
京
滞
在
中
入
月
二
十
二
日
を
以
て
房
山
行
dMι

企
て
に

房
山
は
又
石
経
山
ご
精
し
‘
房
山
脈
を
去
る
こ
ご
約
三
十

里
、
京
漢
餓
路
琉
瑠
河
騨
よ
り
は
約
五
十
里
で
‘
是
れ
は

房
山
鯨
を
、
遁
遇
せ
A
V
直
も
仁
石
経
山
に
至
る
の
で
め
る
。

寺
は
俗
に
西
域
寺
ご
稀
す
る
が
、
雲
居
蹄
寺
が
其
本
名
で

あ
る
。
所
諦
石
経
な
る
も
の
は
雲
居
寺
か
ら
約
一
旦
の
山

腹
に
あ
り
、
此
慮
を
小
西
天
さ
名
付
げ
る
o
此
に
七
湘
一

室
め
っ
て
、
石
面
じ
一
切
経
を
彫
刻
し
た
も
の
が
牧
蟻
せ

ら
れ
る
o
此
石
維
は
儒
道
備
を
論
壱
今
、
現
存
す
る
支
那

石
純
中
矩
模
の
最
も
大
な
る
も
の
で
め
る
o
房
山
の
石
艇

は
陪
の
静
瑞
法
師
な
る
も
の
＼
其
徒
導
公
儀
会
等
ご
共
に

之
を
始
め
、
遼
の
遁
理
大
師
に
至
る
迄
．
倫
ほ
未

r止
ま

論
三
品
管

雑

纂

支
那
歴
怒
詑
略

な
か
っ
た
。
道
宗
皇
帝
以
前
に
は
共
に
一
百
人
十
七
快
、

道
宗
排
歩
る
新
の
大
伴
は
一
百
人
十
片
、
通
理
大
師
耕
今

る
所
の
小
綿
は
四
千
人
十
片
ご
い
ふ
J

此
等
の
石
経
は
何

れ
も
山
腹
の
巌
石
を
穿
ち
て
土
室
を
作
り
、
其
内
に
牧
め

ら
れ
、
洞
門
に
は
溶
織
を
濯
ぎ
．
上
方
に
は
石
橋

v－
以
て

之
を
隔
て
、
宛
も
格
子
戸
の
如
く
し
、
外
部
よ
h

・
り
は
之
を

盟
み
得
る
も
、
内
部
に
は
何
人
も
入
る
こ
ご
み
」
梓

5
ら
し

め
た
o
今
日
見
る
所
で
は
其
内
部
の
石
の
或
は
臥
れ
或
は

立
つ
も
の
も
め
る
。
是
は
果
し
て
昔
か
ら
斯
く
飢
雑
不
秩

序
ご
な
っ
て
居
た
も
の
か
、
甚
だ
疑
は
し
い
。
或
は
棚
を

諮
り
其
上
に
載
せ
た
も
の
、
ミ
英
後
棚

ω朽
敗
し
て
自
然

に
斯
の
如
く
な
っ
た
か
、
或
は
後
世
何
人
か
私
か
に
之
乞

取
出
し
た
の
で
め
る
か
も
知
れ
ぬ
ω
現
じ
謀
洞
窟
の
頂
上

に
巌
石
の
破
れ
て
穴
を
な
し
て
居
る
も
の
も
－
め

b
、
石
経

の
断
片
の
諸
慮
に
識
せ
ら
る
、
も
の
冶
め
る
の
を
見
て
も

如
何
か
し
て
之
を
取
出
し
た
も
の
、
あ
っ
た
・
』
ご
は
疑
な

い
o
英
一
室
の
聞
い
入
名
を
得
る
も
の
は
之
を
、
需
昔
洞

第

一

都

九
五

ハ
九
五
V



第

三

巻

車産

纂

支
那
歴
遊
詑
略

ざ
い
ふ
o
洞
は
虞
澗
約
七
間
に
問
問
位
は
み
ら
う
ご
思
は

れ
る
が
、
中
央
に
は
摘
が
め
り
、
擢
の
四
隅
に
は
石
柱
あ
り

之
に
仰
名
ご
備
像
ご
J
M
7

－
彫
刻
し
て
ゐ
る
‘
北
九
書
北
（
像
、
明

か
じ
陥
代
の
も
の
ら
し
い
、
極
め
て
精
巧
美
妙
で
あ
る
ι

四
壁
に
は
三
厨
或
は
四
居
．
続
石
を
怯
一
人

L
‘
住
培
、
勝

益
、
令
剛
等

ω諸
経
Jγ
刻
す
る
c
石
に
は
大
小
め
る
が
、

総
べ
て
一
百
四
十
六
枚
、
石
面
は
何
れ
も
附
し
て
鏡
の
如

く
、
字
喪
端
好
、
彫
苅
亦
一
則
一
割
を
有
く
も
せ
歩
、
宛

も
我
邦

ω所
謂
和
同
経
ケ
見
る
が
如
く
人
ケ
し
て
低
桝
去

る
に
忍
び
ぎ
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
是
れ
背
静
現
法
師

の
刻
す
る
所
ご
い
ふ
o
毎
字
大
サ
約
縦
一
寸
、
四
方
細
部

を
施
し
て
あ
る
。
備
ほ
此
七
湘
一
穴
以
外
に
も
鰹
仰
は
甚

r多
い
、
殊
に
金
剛
純

ω如
き
は
三
本
も
あ
る
、
是
れ
は

一
石
に
一
経
を
刻
し
た
も
の
で
、
其
書
亦
決
し
て
法
事
経

等
に
議
ら
ぬ
o

房
山
石
経
は
元
来
一
切
経
を
刻
し
た
の
で
め
る
ご
い
ふ

が
、
今
果
し
て
幾
何
の
耕
典
が
存
し
て
居
る
か
、
業
石
室

第

一

城

九
六
ハ
九
六
υ

内
に
鏑
さ
れ
た
も
の
に
就
い
て
は
何
人
弘
之
4

ゲ
検
索
し
得

な
い
の
で
め
る
か
ら
判
ら
向
。
叉
雷
時
一
切
経
ご
い
へ
ば

恐
ら
く
開
元
鋭
に
よ
っ
て
一
千
七
十
六
部
五
千
四
十
入
容

で
J

の
っ
た
ら
う
o
が
今
誌
の
時
鰭
刻
す
る
所
を
併
せ
考
ふ

る
も
勿
論
需
音
糊
内
の
終
石
は
何
れ
も
片
面
に
到
し
で
あ

る
が
、
石
室
内
の
も
の
は
雨
前
に
刻
し
て
め
る
も
の
ら
し

い
、
が
そ
れ
に
し
て
も
経
石
の
教
は
経
容
の
故
に
比
し
備

は
大
に
足
ら
、
ざ
る
も
の
め
む
が
如
く
思
は
れ
る
o
之
dMι

以

て
想
像
す
る
に
一
切
経
ご
締
し
て
も
賓
は
一
切
経
全
部
で

は
な
く
、
少
〈
ご
も
並
（
主
な
る
も
の
を
揮
ん
で
刻
し
た
の

で
め
ら
う
σ
拓
本
の
如
き
も
雷
昔
洞
に
存
す
る
も
の
は
多

ゆ
之
め
り
、
叉
何
時
で
も
之
を
打
し
得
る
が
、
石
室
内
の

も
の
は
到
底
之
を
打
す
る
を
得
な
い
o
如
何
か
し
て
一
度

其
石
室
砂
聞
き
，
業
内
容
を
調
査
し
、
併
せ
て
某
拓
本
を

取
り
得
た
な
ら
ば
、
風
平
海
h
f
－
稗
益
す
る
こ
さ
叉
甚
だ
大
な

る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
o
今
後
歳
月
を
経
過
す
る
に
従

つ
τ、
其
央
ふ
所
も
多
か
る
べ
く
、
尚
ほ
一
層
厳
格
に
保



存
の
方
法
を
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
＼
ご
思
ム
o
支

那
の
他
地
方
に
も
結
石
の
存
せ
ぬ
こ
ご
は
な
い
が
、
今
は

何
れ
も
残
銚
で
、
多
く
も
数
十
石
に
過
ぎ
ぬ
、
房
山
の
加

〈
累
々
ご
し
て
存
す
る
も
の
は
他
に
葉
類
を
見
な
い
の
で

あ
る
o
是
れ
貰
に
大
同
の
霊
像
ご
共
に
天
下
の
至
賢
ご
い

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O

ハ
未
完
〉

君

府

の

恩

ぴ

出

文

皐

博

士

坂

口

昂

－
私
の
土
耳
其
帽

専
門
の
研
究
を
離
れ
な
い
で
簡
易
平
明
を
旨
さ
す
る
「

雑
纂
欄
」
が
出
来
た
か
ら
何
か
書
り
Z
の
こ
ご
に
、
私
は

曾
遊
の

ν
ゲ
ン
ア
に
閲
す
る
白
分
の
古
昔
戚
の
う
も
か
ら

目
下
の
大
戦
胤
殊
に
そ
の
職
後
の
一
重
要
問
題
の
中
心
た

る
コ

ν
ス
タ
シ
チ
ノ
！
プ
Y

の
思
ひ
出
の
糸
を
手
繰
り
出

す
こ
ご
に
し
た
o
し
か
し
否
な
因
て
、
怠
は
先
づ
自
分
の

第

三

谷

雑

纂

君
府
の
思
ぴ
出

士
耳
其
帽
の
懐
古
か
ら
始
め
る
の
自
由
を
許
し
て
貰
ひ
た

、。私
は
ト
ラ
ン
ク
の
底
ふ
か
〈
入
年
こ
の
か
た
ん
ー
も
備
ほ

一
つ
の
｜
｜
自
分
だ
け
の
｜
｜
珍
賓
が
秘
寂
し
で
あ
る
o

そ
れ
は
、
一
九

O
九
年
の
春
西
航
途
上
、
私
の
舶
が
暑
苦

し
い
退
屈
な
印
度
洋
航
海
を
了
へ
て
ポ
l
ト
サ
イ
ド
に
寄

港
し
、
涼
し
い
多
年
夢
採
の
間
に
あ
こ
が
れ
て
居
っ
た

ν

ザ
シ
ア
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
．
そ
の
十
日
ば
か
り
前
に

「
青
年
土
耳
其
」
の
第
二
草
命
が
破
裂
じ
て
絡
に
ス
Y
タ
シ

ア
プ
グ

y
、
川
ミ
ツ
ド
の
廃
立
を
断
行
し
た
（
切
れ
…
仁
）
ご
の

新
聞
に
始
め
て
接
し
た
時
、
偶
舶
の
甲
板
に
来
た
ア
ラ
プ

の
寅
鬼
か
ら
自
分
の
歴
史
戚
が
そ
〉
る
好
奇
心
に
惹
か
れ

て
購
ふ
た
一
個
の
ア
エ
ツ
グ
で
あ
る
の
で
あ
る
O

そ
の
債

僅
か
に
一
志
。

や
が
て

ν
セ
ツ
プ
ス
銅
像
の
下
を
船
出
し
て
‘
ク
レ
タ

の
島
蔭
の
あ
た
り
通
過
の
一
夕
、
つ
れ

F
1慰
む
る
内
外

人
聯
合

ωプ
ア
ン
ジ
・
ポ

l
y
の
催
し
に
、
一
つ
は
事
無

第

一

獄
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